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長寿介護課

長寿福祉係

3

平成３０年度以降

高齢者福祉

担当係

2 1

・外出支援サービス

　　　要介護3以上の方にリフト付き車両等の利用料を助成する。

・家事援助サービス事業

　　　ひとり暮らし高齢者に家事援助員を派遣し、調理などの軽微な家事援助を行う。

・高齢者デイサ―ビス

　　　市内の社会福祉法人（3法人、5か所）への委託　　給食、入浴、日常動作訓練など

・食の自立支援

　　　民間の会社（2事業者）への委託　　弁当の調理、配達、安否確認など

・訪問理美容サービス

　　　要介護3以上の方に出張理美容サービスを行う。

・寝具乾燥クリーニング

　　　ひとり暮らし高齢者及び要介護3以上の方に寝具の乾燥クリーニングを年5回行う。

・軽度生活援助サービス

　　　高齢者世帯に庭の手入れ等の軽易な日常生活上の援助を行う。

◆24年度直接経費の内訳

　外出支援サービス委託料　5,289千円　家事援助サービス委託料　425千円

事業期間

高齢者の地域での生活を支援する
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平成１２年度以前

保健福祉

～

総合計画

分野別計画

予算区分

根拠法令・個別計画 小牧市高齢者外出支援サービス事業実施要綱外４要綱

・高齢者の在宅生活の継続を図る。

担当部

3
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従事者数

人件費

◆24年度直接経費の内訳

　外出支援サービス委託料　5,289千円　家事援助サービス委託料　425千円

　デイサービス利用委託料　 　735千円　食の自立支援事業委託料　15,790千円

　訪問理美容サービス委託料　1,215千円　寝具乾燥クリーニング委託料　593千円

　軽度生活援助サービス委託料　614千円  その他消耗品費等　548千円

◆25年度直接経費の内訳

　外出支援サービス委託料　5,228千円　家事援助サービス委託料　520千円

　デイサービス利用委託料　 　1,893千円　食の自立支援事業委託料　21,080千円

　訪問理美容サービス委託料　1,400千円　寝具乾燥クリーニング委託料　860千円

　軽度生活援助サービス委託料　720千円　  その他消耗品費等　5,550千円

平成24年度は、3.2.1.0301介護予防支援事業を統合
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Ｈ25予算額
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正職員

費用合計

1,599
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0.30

・外出支援サービス、家事援助サービスは、概ね1割負担

・食の自立支援事業　（１食当たり）300円

・デイサービス事業　（１日当たり）400円及び昼食代等の実費

・訪問理美容サービスは千円/回

・軽度生活援助サービスは80円/ｈ

・寝具乾燥クリーニングは200円若しくは300円/枚
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達成状況

高齢者の在宅生活の継続に必要なサービスを、適切に実施し、各サービスの利用状

況は、目標値を下回っているものもあるが、前年と比べ数値は同等及びそれ以上で

あった。
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実実実実

事業実施におけ

る課題

食の自立支援事業において、事業者の変更があった場合、見守りの観点からも配達

員の調達が困難である。

軽度生活援助サービスの利用できる対象者の選定基準

軽度生活援助サービスについては、65歳以上のひとり暮らしか高齢者のみの世帯が

対象となっており、収入状況に関らず一律の金額において、サービスをうけられてしま

うことが課題である。
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改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

方向性の判定

高齢者の在宅生活の継続を支援できないので、安心した在宅生活に支障をきたす恐

れがある。

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。現状では維持とするが、本事業は、今後、高齢化が進む中で

対象者の増加が見込まれる場合は、将来的な対象者数や需要予測をする中で、

対象者の基準の見直しを行なうこと。また、地域の見守り機能など中長期的な課題

について、検討を行なうこと。

軽度生活援助サービスにおいて、収入状況の条件を加え、利用できる対象者の選定

基準の改正を行った。

配食サービスの配達方法について他市の状況を調査し、地域の力によって行うことが

できるかどうか調査研究をしていく。

また、サービスについてPRをきめ細かく行える方法を検討する。
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維　持

２６年度以降

の改善案

引き続き他のサービスにおいても利用できる対象者の見直しを行っていく。

実実実実

施施施施
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うことが課題である。

今後の高齢社会において、高齢化率の伸びや住み慣れた地域社会の中で引き続き

生活することを支援するために必要であると考えます。

判定理由

維　持

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

について、検討を行なうこと。


